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（資源回収、廃品回収）
　豊田市では平成２年度からリサイクル（集団回収）を積極的に推進している団体に対して報奨金を交付
し、ごみの減量化とリサイクルの向上を図っています。ここでは団体を始め、皆さまの活動の状況につい
て紹介します。
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（１）地域コミュニティの活性化
親子で一緒に活動することで、世代間の交流ができます。また、資源の売り払い金や
報奨金を使って、お祭りやイベント、備品購入ができます。
実は・・・１年で５０万円以上の報奨金をもらっている子ども会もあります。
（2） 環境意識の向上

ごみの選別や回収によって、特に子どもたちにリサイクル意識が生まれます。集団
回収を教育として位置づけている学校もあります。集団回収が盛んな地域では分別が
当然になり、ごみ出しマナーがよくなります。
（3） 環境にやさしい
収集運搬（人件費、燃料費、車両維持費）の経費や焼却コストを下げ、エネルギー
消費や税金が抑えられます。また、埋立地の延命化が図れます。
　

	　
	活動団体数
	古紙類合計(㎏)
	布類(㎏)
	回収量(㎏)

	平成２０年度
	548
	7,423,529 
	180,305 
	7,603,834 

	平成２１年度
	571
	6,933,474 
	174,841 
	7,108,315 

	平成２２年度
	573
	6,915,145 
	184,058 
	7,099,203 


ここ数年、集団回収量は減少しています。背景として、経済状況の悪化や新聞店の戸別収集、
リサイクルステーションの普及もありますが、ごみとして捨てられている資源はまだまだあり
ます。集団回収へのみなさまのご協力をお願いします。
実施回数の割合（H22実績）
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全体の半数以上の団体が年間で5回以上活動を行い、報奨金を団体のイベント費や活動費などに当てています。しかし、実施回数が少ない団体もまだまだ多くあります。団体によっては、事情により回数を増やすことが難しいかと思いますが、出来る範囲で活動を増やし、資源の回収にご協力をお願いします。

　 　　　　　　　　


	
	団体名
	回収量(H22度分)

	1位
	A中学校（挙母地区）
	113,630㎏

	2位
	B自治区（足助地区）
	84,827㎏

	3位
	C小学校PTA･子供会

（高岡地区）
	83,541㎏

	4位
	D中学校ＰＴＡ（高岡地区）
	76,690㎏

	5位
	E町内会（高岡地区）
	75,930㎏


回収量を増やすための工夫（H22度アンケート結果）
	
	
	実施団体数

	ア
	自治区等の回覧板
	338

	イ
	日時や場所を固定している
	256

	ウ
	のぼり旗、看板の設置
	13

	エ
	チラシの配布
	127

	オ
	ポスターの掲示
	44

	カ
	その他
	60



その他には、「集会等で毎回呼びかけをする」、「自治区の放送を利用する」、「当日に子ども達が家を回り、
呼びかける」、「高齢者の家へ軽トラで引き取りに行く」などがありました。
多くの団体が、団体の状況に合わせて回収量を増やす工夫をしています。今後とも、ご協力をお願いします。


豊田市 環境部 ごみ減量推進課　〒470-1202
豊田市渡刈町大明神39-3　℡71-3001
回収量
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みんなで





1回、5%





�
団体名�
回数(H22度分)�
�
1位�
A子ども会（猿投地区）�
75回�
�
2位�
B子ども会（高岡地区）�
53回�
�
3位�
C自治区（挙母地区）�
53回�
�
4位�
D小学校（挙母地区）�
40回�
�
5位�
E子ども会（猿投地区）�
38回�
�






回数
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2回、10%





3回、14%





4回、19%





5回、24%





6回以上、28%





実施回数





20位までには自治区やこども園なども入っていて、みなさんがんばっています！








